
 
平成23年8月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成22年9月1日～平成23年2月28日） 

 
平成23年8月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年9月1日～平成23年8月31日） 

 
平成23年8月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成22年9月1日～平成23年2月28日) 

 
平成23年8月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年9月1日～平成23年8月31日） 

修正の理由 
１．平成23年８月期連結予想の修正 
（１）第２四半期累計期間 
主要取引先であります電動工具業界は、アジアを中心とした好調な景気に支えられ、生産が急激に回復しております。そ
の結果、売上高は当初予想より３億円増加して30億円となる見込みです。売上高の増加により営業利益は２億30百万円
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年10月８日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,700 190 200 140 37.36
今回発表予想(B) 3,000 230 220 200 53.47
増減額(B-A) 300 40 20 60
増減率(%) 11.1 21.1 10.0 42.9
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年8月期第2四半期）

2,516 164 170 120 32.26

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 5,400 380 400 280 74.71
今回発表予想(B) 6,000 430 420 360 96.24
増減額(B-A) 600 50 20 80
増減率(%) 11.1 13.2 5.0 28.6
（ご参考）前期実績 
（平成22年8月期） 5,245 372 376 263 70.19

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 1,600 50 100 60 16.01
今回発表予想(B) 1,750 80 130 130 34.75
増減額(B-A) 150 30 30 70
増減率(%) 9.4 60.0 30.0 116.7
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年8月期第2四半期）

― ― ― ― ―

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,200 100 200 120 32.02
今回発表予想(B) 3,400 140 230 210 56.14
増減額(B-A) 200 40 30 90
増減率(%) 6.3 40.0 15.0 75.0
（ご参考）前期実績 
（平成22年8月期） 3,560 153 222 141 37.66



（当初予想比：40百万円増）、経常利益は２億20百万円（当初予想比：20百万円増）となる見込であり、四半期純利益は役
員退職慰労金の支払により実効税率が低下したため２億円（当初予想比：60百万円増）となる見通しであります。 
（２）通期 
通期につきましては、第２四半期累計期間と同様に電動工具業界の生産の増加が見込れることから、売上高は当初予想
より６億円増加して60億円となる見込みです。売上高の増加により営業利益は４億30百万円（当初予想比：50百万円増）、
経常利益は４億20百万円（当初予想比：20百万円増）、四半期純利益は役員退職慰労金の支払により実効税率が低下し
たため３億60百万円（当初予想比：80百万円増）となる見通しであります。 
２．平成23年８月期個別業績予想の修正 
（１）第２四半期累計期間 
主要取引先であります電動工具業界の生産の回復により、売上高は当初予想より１億50百万円増加して17億50百万円と
なる見込みであります。売上高の増加により営業利益は80百万円（当初予想比：30百万円増）、経常利益は１億30百万円
（当初予想比：30百万円増）となる見込であり、四半期純利益は役員退職慰労金の支払により実効税率が低下したため１
億30百万円（当初予想比：70百万円増）となる見通しであります。 
（２）通期 
通期につきましては、第２四半期累計期間と同様に電動工具業界の生産の増加が見込まれることから、売上高は当初予
想より２億円増加して34億円となる見込みであります。売上高の増加により営業利益は１億40百万円（当初予想比：40百万
円増）、経常利益は２億30百万円（当初予想比：30百万円増）となる見込であり、四半期純利益は役員退職慰労金の支払
により実効税率が低下したため２億10百万円（当初予想比：90百万円増）となる見通しであります。 

以 上


